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ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、「
将
来
の
都
市
像
の
実
現
に

欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
マ
ン
パ
ワ

ー
づ
く
り
」
を
事
業
目
的
と
し
て

い
ま
す
。「
あ
な
た
を
励
ま
し
、地

域
を
育
て
る
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
に
掲
げ
、
市
民
参
画
に
よ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
各
講
座
は
、
市
民
が
主
体
的

に
よ
り
深
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

長
期
講
座
を
特
色
と
し
て
、
受
講

し
た
市
民
の
意
見
や
市
民
自
ら
の

課
題
が
講
座
に
反
映
さ
れ
る
よ
う

配
慮
さ
れ
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
習
内
容
と
し
て
は
、
第
１

に
、
町
田
の
自
然
に
触
れ
る
「
多

摩
丘
陵
の
自
然
入
門
」
講
座
や
、

縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
の
町
田

の
歴
史
を
学
ぶ
「
町
田
の
郷
土

史
」
講
座
の
よ
う
に
、
町
田
と
い

う
地
域
の
特
性
に
根
ざ
し
た
様
々

な
調
査
研
究
の
成
果
を
学
び
、
郷

土
へ
の
認
識
を
深
め
る
「
ま
ち
だ

学
」
の
領
域
が
あ
り
ま
す
。

　
第
２
の
学
習
内
容
と
し
て
は
、

地
域
社
会
を
支
え
る
マ
ン
パ
ワ
ー

の
育
成
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
し

よ
う
と
す
る
市
民
へ
の
支
援
を
目

的
と
し
た
「
市
民
学
」
の
領
域
が

あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
高
齢

化
、
国
際
化
、
環
境
問
題
、
介
護
、

福
祉
、
医
療
な
ど
町
田
の
地
域
課

題
を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
市
民

が
そ
う
し
た
課
題
に
主
体
的
に
向

き
合
う
こ
と
を
目
指
し
た
「
人
間

科
学
」「
人
間
関
係
学
」「
ま
ち
だ

市
民
国
際
学
」「
ま
ち
だ
市
民
環

境
学
」「
環
境
に
や
さ
し
い
陶
芸

入
門
」
講
座
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
、
市
内
の
環
境
保
全
団
体

の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
町
田
の

環
境
・
参
加
体
験
講
座
「
ま
ち
だ

　
エ
コ
・
ツ
ア
ー
」
や
、
市
内
福

de祉
施
設
で
の
実
習
と
講
義
で
学
ぶ

「
ま
ち
だ
の
福
祉
講
座
」
は
、
多

く
の
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
生
み

出
し
、
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
１
年
度
も
市
民
大
学
Ｈ

Ａ
Ｔ
Ｓ
で
は
、
下
記
の
講
座
を
４

月
か
ら
開
講
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
市
内
各
施
設
等
で
４
月
６
日

ま
で
配
布
中
の
「
募
集
案
内
」、

も
し
く
は
町
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ま
ち
だ
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

緯
７
２
９
・
１
１
９
５

　
２
０
１
０
年
度
の
市
民
大
学
Ｈ

Ａ
Ｔ
Ｓ
で
は
『
ま
ち
だ
　
エ
コ
・

de

ツ
ア
ー
～
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
エ

コ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
～
』
と
題
し
た

全
　
回
の
体
験
講
座
を
前
期
（
５

１１
～
７
月
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
る

市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
訪
ね
、
一

緒
に
保
水
の
森
の
竹
を
切
っ
た

り
、
緑
地
の
草
を
刈
っ
た
り
、
川

に
入
り
植
生
を
調
査
し
た
り
掃
除

を
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
体
験
学
習
と
併
せ

て
、
市
内
の
ご
み
処
理
施
設
や
下

水
処
理
施
設
の
見
学
を
行
い
、
さ

ら
に
、
エ
コ
に
取
り
組
む
市
民
協

働
の
現
場
と
し
て
、
町
田
駅
周
辺

の
「
ポ
イ
捨
て
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
」
へ
も
参
加
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
後
期
（
９
～
　
月
）
に

１２

は
『
ま
ち
だ
市
民
環
境
塾
～
今
地

球
に
起
き
て
い
る
事
を
し
っ
か
り

　
以
上
の
よ
う
に
市
民
大
学
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｓ
で
は
前
期
・
後
期
を
通
し

て
、
町
田
と
い
う
地
域
性
に
根
ざ

し
た
環
境
講
座
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
講
座
は
、
受
講
生

に
と
っ
て
は
「
エ
コ
友
達
」
を
つ

く
る
場
で
も
あ
り
、
今
も
多
く
の

受
講
生
が
楽
し
く
環
境
保
全
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
な
お
、
２
０

１
１
年
度
も
市
民
大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ

で
は
環
境
講
座
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

と
学
び
ま
す
～
』
と
題
し
た
全
　１１

回
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
講
座

の
軸
に
「
生
物
多
様
性
」
を
据
え
、

複
雑
で
多
様
な
生
態
系
を
ど
う
保

全
し
て
い
く
か
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
、
私
た
ち
町
田
市
民
に
と
っ
て

生
物
多
様
性
と
は
何
か
を
学
び
ま

し
た
。

　
　
月
に
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た

１０
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ
　
生
物
多
様
性
国
際
会

１０

議
」
に
参
加
し
た
環
境
省
の
取
り

組
み
を
学
ぶ
講
義
、
町
田
市
民
の

生
活
の
場
で
あ
る
鶴
見
川
流
域
の

生
態
系
保
全
を
考
え
る
講
義
、
絶

滅
危
惧
種
の
繁
殖
基
地
と
い
う
新

た
な
目
的
を
推
進
す
る
動
物
園
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
ぶ
講
義
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
視
点
を
軸
に
、
自
宅

で
で
き
る
エ
コ
ラ
イ
フ
、
ご
み
・

リ
サ
イ
ク
ル
問
題
、
食
の
安
全

性
、
景
観
保
全
活
動
、
環
境
教
育

な
ど
に
関
す
る
講
義
も
行
い
、
市

民
が
自
分
の
く
ら
し
の
中
で
地
球

環
境
問
題
を
受
け
止
め
て
い
く
き

っ
か
け
を
提
供
し
ま
し
た
。

▲鶴見川のわんどで
魚とり

▲ポイ捨て防止
パトロール

▲まちづくり推進課
とグループワーク

▲小山田１号遺跡の見学風景▲抹茶茶碗作製風景（寄せ上げづくり）▲車椅子の介護実習風景

おすすめ　ポイント定員・参加費期間・回数曜日・時間テーマ２０１１年度　通年・前期
実施講座一覧

町田市内のフィールドで自然観察を行い、親しみ楽しみながら、
多摩丘陵の自然を知り、自然保護の実情について学びます。

５０名
３,０００円４/２４～１２/４　全１３回日曜日１０:００～１５:００

（例外あり）―多摩丘陵の自然入門

町田市内福祉施設で体験実習を行います！！「清風園コース」「福
音の家コース」「大賀藕絲(ぐうし）館コース」「花の家コース」の
４コースがあります。福祉施設での実習のほか、講義では認知症
の支援等を学びます。

各コース
7～10名
１,０００円

通年　４/２３～１２/３　全１４回
短期　４/２３～　７月　全７回

実習　平日の昼間
講義　土曜の昼間

あなたに合った
スタイルで福祉を学ぶまちだの福祉

●農地・竹林・緑地・恩田川・湧水など、盛りだくさんの活動現
場で、滴る心地よい汗を体感！

●春夏の太陽の下、軽やかな足取りで参加して下さい！

２４名
１,０００円５/７～７/２４　全１１回土・日曜日昼間ここからはじめる

エコ・アクションまちだ de エコ・ツアー

世界では今、イランにみられるように核をめぐって様々な駆け引
きが行われています。また原子力発電にも脚光があてられていま
す。知っているようで知らない「核」をめぐる様々な問題を通し
て、唯一の被爆国である日本の私たちに何ができるのかを考え学
びます。

６０名
３,０００円４/２１～６/３０　全１０回木曜日１８:３０～２０:３０

（例外あり）今、改めて核を学ぶまちだ市民国際学

町田市はどんなまちか、町田の歴史を学ぶための入門的な講座で
す。縄文から幕末まで必要な事柄を、時代を追って学習していき
ます。（初めて受講される方が優先となります）

６０名
３,０００円４/１９～７/１２　全１２回火曜日１８:００～２０:００

（例外あり）縄文から幕末まで町田の郷土史Ⅰ

初心者を対象に、粘土を練ることからはじめ、ひも作りやタタラ
作りなどの基本的な技法を学び、陶芸の工程を一貫して学ぶ入門
講座です。（初めて受講される方が対象となります）

２４名
１５,０００円４/２０～７/２７　全９回水曜日１３:３０～１５:３０―陶芸入門講座

●初心者を対象にした電動ロクロでの作品づくり！
●やきものがリサイクルできるって知っていますか？講座でその
答えがわかります。

●町田産の粘土を使って作品を作ります！！

１５名
９,０００円５/１４～７/１６　全５回土曜日１３:３０～１６:００地球にやさしい

やきもののリサイクル
陶芸　電動ロクロ
体験講座

「日本人の死のあり方とは？」「人はなぜ老い、病気になるのか
？」「医療崩壊にどう向き合うべきか？」「再生医療など技術が
進歩する中、人間社会はどうあるべきか？」「まちだを『終の棲
家』にしたい」など生老病死をめぐる諸問題を学びます。

６０名
３,０００円４/１８～７/４　全１２回月曜日１８:３０～２０:３０現代の「生老病死」

と向き合う人間科学

※前期「心と体の元気学」はお休みになります。
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